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41 術前診断に苦慮した若年女性のFNHの l例
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症例は28歳,女性で,2011年7月1日検診の
腹部エコーで肝外側域に4cm大の充実性腺癌を

指摘 され,精査加療目的で7月22日当科紹介受

診となった.造影 CT,プリモビス ト造影MRIで

均 --に早期濃染 し,肝細胞相で等信号を示 した.

最終的に肝細胞腺腫かFNHの鑑別が問題となっ

たが,准塙の発生部位が肝表面に突出しており,

患者本人に挙児希望があったため,妊娠のリスク

を考慮 して手術が施行された.最終診断はFNH

であった.FNHは中心の線維性療病 (中,L､療痕)

を特徴的な肉眼所見とし,中心療痕を反映 して,

画像所見で放射状に広がる動脈 (車軸状血管)

が確認できれば,診断に有用とされる.本症例は

肉眼所見でも中心療痕を認めず,造影MRIでも

特徴的な所見が得られなかった,FNHとしては

非定型的な1例であったため,鑑別は困難であっ

たと考えられた,

LI2 多発肝細胞腺腫の 1例
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【緒言】肝細胞腺腫 (HCA)は本邦では稀な良

性腺癌であるが,近年経口避妊薬使用の増加によ

り,今後増加するものと思われる.

症例は30歳代の女性.体重減少のスタリーニ
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ンダCrで多発肝准癌を指摘されて当科に紹介受

諺.EOB-MRIではT2高信号,早期濃染 して肝

細胞相で defectとなる最大 75mmの多発肝腰痛

であった.主結節の近傍に娘結節様の小腺痛が散

在 し,肝細胞癌を否定できず,肝右葉切除の方針

とした.術前からの経口避妊薬の中止のためか,

術中腺癌は不明瞭で迅速病理で悪性所見がなか

ったため,S5腫癖核出術のみで終了した.聴感は

被膜を持たず,類洞の拡張と毛細血管化を認め,

unpairedarteryが散在詳 ヨ脈域の著明な減少を認

めて,HCAと診断した.13-Catenin陰性,SAA陽

性でin鮎mmatoryHCAと診断 し,経過観察 して
いるが,聴感の縮小,不明瞭化,T2等信号化がみ

られている.

【考察】近年,HCAはその予後との関連がある

分子病理学的分類に改訂され,予後の推測や治療

方針決定にも免疫組織学検討を含めた病理診断

の重要性がますます増 してきている,本症例は画

像による発育進展様式の類推からは悪性腫癌を

考えたが,病理学的にin丑ammatoryHCAと診断

された.経口避妊薬の*止のみで縮小 ･不明瞭化

がみられており,経過観察は妥当と考えている.

I-1:i 胃GIST術後22年目に肝転移を来たした1例
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今回,われわれは切除後22年目に肝転移をき

たした症例を経験 したので文献的考察を加え報

告する.症例は72歳男性で,平成元年 12月,冒

噴門部の粘膜下腺癌に対 して胃噴門側胃切除術

を施行した.腺癌は47×34mmで,当時の病理

組 織 学的検査で平滑筋肉腫と診断された.今回,


